










要約 心拍同期 Magnetic Resonance Imaging(MRI)による川崎病冠動脈瘤の評価を行なっ

た。川崎病患児 39 例に延べ 49 回の検査を施行し,冠動脈造影を施行した 18 例について両

者を比較検討し,さらに巨大冠動脈瘤をもつ 3例について経時的変化を検討した。造影で動

脈瘤を認めた症例のうち,MRIで異常を認めたのは右冠動脈では83%,左冠動脈では81%であ

った。経時的には,冠動脈瘤,瘤内血栓,心筋において明らかな変化は認められなかった。 


